
 

 

 

 

 

 

平成２７年１０月１日 

横 浜 信 用 金 庫           

《よこしん》景気動向調査結果について 

－平成２７年７～９月期実績、１０～１２月期予想－ 

 

  横浜信用金庫（理事長 大前 茂）では、定例（四半期）の「景気動向調査」を実施いたしました。

調査結果の概要は以下のとおりです。 

 

【業況判断ＤＩ】 業況判断は悪化するもプラスを維持、来期は改善の見込み 

○今期（平成２７年７～９月期）の全業種総合業況判断ＤＩは、前期比１．４ポイント低下の１．４と悪

化するもプラスを維持した。来期は、今期比３．１ポイント上昇の４．５と改善を見込んでいる。 

○製造業の今期業況判断ＤＩは前期比０．４ポイント上昇の６．３となった。来期は、今期比０．８ポイ

ント低下の５．５と小幅ながら悪化を見込んでいる。 

○非製造業の今期業況判断ＤＩは前期比２．２ポイント低下の－１．０となった。不動産業は前期比 

１０．４ポイント上昇の４．４となった。小売業は、前期比６．１ポイント低下の－１７．７、サービス業は

同５．２ポイント低下の０．９となった。来期は、横ばい予想の不動産業を除き改善を見込んでい

る。 

 

【特別調査】 中小企業が地域金融機関に望むこと 

○地域金融機関に望む体制 「要望に対する迅速な対応」（５０．１％）が最多回答 

○金融取引以外の支援サービスへの期待 

  「財務診断アドバイス」（３６．７％）、「ビジネスマッチング等販路拡大支援」（３６．３％） 

 

      ＜調査概要＞ 

       調査対象：当金庫取引先（法人・個人事業者）７７４先   有効回答数：７６１先 

       調査方法：各営業店職員による聞き取り調査   調査時期：平成２７年９月上旬 

   

※ その他詳細につきましては、「《よこしん》HP⇒法人のお客さま⇒景気動向調査」

をご覧下さい。  

 

 

 

 


